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私たちの地域

安佐南区伴・大塚地区
（高速4号線経由で、広島市中心部から車で約15分）
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活動のきっかけ
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農業従事者の不安やお困りごとを、何とかしたい！

高齢によりできない農作業が増えた

後継者がいない

農機具を修理する業者が少ない

農作業を委託する先が少ない



アグリアシストとも
活動エリア：安佐南区 伴・大塚

団体設立・活動準備：2018年9月

活動開始：2019年4月

活動内容：

１．農業関連のお困りごと支援

２．将来にわたって伴・大塚地区の

農業が持続するための支援

３．地域環境整備

メンバー（出資者）：１７名（うち女性２名） ※設立当初１４名

50代～70代 地元伴・大塚地域の住民が中心。

安佐南区以外からも加わるメンバーも。

広島市「協同労働」個別プロジェクト立ち上げ支援事業補助金を活用し、

協同労働の仕組みで運営を行う団体を立ち上げる。
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アグリアシストともが

大切にしていること、強み
６つの地域に分けて、
見守り担当を配置。
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アグリアシストともが

大切にしていること、強み

ー地域まるごとを目標に!!ー

沼田町伴地区コミュニティ推進協議会
伴学区町内会連合会
伴学区社会福祉協議会
伴東学区社会福祉協議会
大塚・伴南学区社会福祉協議会
伴学区民生委員児童委員協議会
広島市戸山・伴・大塚地域包括支援センター
特別養護老人ホーム和楽荘
老健しんあい
日比野病院
日本サポートアットホーム㈱
協同労働団体 GO郷・まつむね
協同労働団体 すまいるワーク
NPO法人沼田まちづくり協議会 ほか

伴・大塚地域

の諸団体

行政

公共施設等
JA広島市

伴・大塚地域の

すべての町内会(30町内会)、

諸団体との連携

安佐南区、

沼田公民館、大塚公民館

協同労働プラットフォーム等

■ 地域の諸団体との連携
今後は、
伴学区LMOの構成
団体として、地域活
性化に向けた取組み
を進めます！

ＪＡ組合員の
困りごと情報
を共有。

● 福祉施設や病院の利用者、患者の困りご

と(畑や庭の心配事)を聞取り、対応する

ことも。

● 依頼された困りごとへの対応だけでなく、
依頼者の事情を把握して改善提案も行う
（寄り添い型支援）。
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現在の取組み① お困りごとや農業持続の支援、環境整備
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新型コロナウィルス感染
国内確認（2020年1月～）

■ 農業関連のお困りごとへの対応件数（件）

草刈作業, 

約80%田畑の耕運・木

の伐採・芝刈り

等, 約10%

植木の剪定等, 

約10%

■ 農業関連のお困りごとへの対応内容内訳（%）

農業関連のお困りごとや、
農業が持続するための支援

・草刈り、除草、害虫駆除等草刈り・田畑の耕運・芝刈り・
庭の草刈り・選定作業・大木の伐採処理
・水の管理（田の水漏れ対応）
・農機具修理 等

地域環境の整備
・学区社協（伴・伴東・大塚・伴南学区）、伴学区町内会連合会
沼田公民館･大塚公民館等と情報を共有しながら、地域の環境に
関する困りごとを支援

※R5年度は

12月時点まで。
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現在の取組み① お困りごとや農業持続の支援、環境整備



現在の取組み② 「農」をテーマに、地域を学ぶ機会

大学生の体験受入れ
農や環境を軸にした地域学習機会を提供

実践例：

・川崎農園の野菜収穫体験

・JA伴支店のよる地域農業の学習会

・太平電業株式会社「西風新都バイオマス発電所」
の農業ハウスにて研修

・アグリアシストともの活動体験 等
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現在の取組み③ 農のあるライフスタイルを、まちの魅力に。

農作業体験（2023年 さつまいも）

野菜づくりカフェ(2023年4月よりスタート）

現在まで４回開催 延136人参加

基本を学び合い、「やってみたい！」を増やす機会に。

JA伴支店をはじめ、区農林課、市農業委員会、
協同労働プラットフォームに、ご協力をいただく。
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以上の活動を礎に、

は、

「地域に密着した

他の地域では類を見ない 持続可能な

を目指します！！」


